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今年度の重点目標 成果と課題 次年度の取組

１　学校経営方針を実現するための教育活動の展開及び教育環境を構築する
　　総務部、教務部、指導部、事務部のいずれの分掌も、校訓の追及を教職員自らが行うという観点
 から職務目標、業務　課題目標を設定する。

学校経営方針を実現する
ための教育活動の展開
及び教育環境を構築し、
総務部、教務部、指導
部、事務部のいずれの分
掌も、校訓の追及を教職
員自らが行うという観点
から職務目標、業務　課
題目標を設定するするこ
とができた。

不易の部分に新しいも
のを積極的に導入し、
融合させ、静岡北高校
をさらに地域の中で特
化した学校にしていく。

平成２６年度　自己点検・自己評価（結果）

学校法人静岡理工科大学　静岡北高等学校 廣住雅人

学校教育目標

１．常に誠実で、清らかな心をもって物事に真剣に取り組むことができる人材を育成
する。２．現状に甘んじることなく、日々新しいものを創り出そうとする気持ちをもち、
何事にも積極的に挑戦していく人材を育成する。
３．技術の進歩が著しい今日、大学院・大学・専門学校という高等教育機関の場にお
いて、高度な科学技術を習得できるように、基本的な学習を身に付ける。

【総合評価】
平成26年度は、校長・教頭・教務部長・指導部長が交代し、
学校教育目標を礎として、新たなる飛躍を目指すための経
営がなされた。高校生として人として身につけなければなら
ないことを、静岡北高校の教育で行うという姿勢が強く出さ
れてきたような気がする。今後とも教職員が一丸となって、
学校の伝統を堅持しつつ、新たなる飛躍、さらなる飛躍を達
成していきたい。

教育方針 将来、科学技術に夢と希望をもち、創造性豊かな人材育成の基礎をつくる。

４　法人内大学、法人内・間専門学校との連携を図る
　　法人内大学、専門学校との教育プログラムを再編し、高・大一貫コース、高・専一貫コース生を核と
  して、志願者の増加を図る。
　　(1)　一貫教育の魅力あるプログラムを再構築する。
　　(2)　大学、専門学校の認知度や魅力を高める広報活動を展開する。
　　(3)　大学、専門学校の有益な情報をリアルタイムで広報する。

法人内大学、法人内・間専門学
校との連携を図りながら、法人内
大学、専門学校との教育プログ
ラムを再編し、高・大一貫コー
ス、高・専一貫コース生を核と し
て、志願者の増加を図った。併
せて、一貫教育の魅力あるプロ
グラムを再構築、大学、専門学
校の認知度や魅力を高める広報
活動、大学、専門学校の有益な
情報をリアルタイムで広報するこ
とを積極的に行うことができた。

教育プログラムの再編
プランは構築しつつあ
るので、実戦に向けて
の調整を行い、試行で
きるものは積極的に導
入していきたい。

５　学校評価を高める教育プログラムを展開する
　　(1)　中高一貫教育を確立する。
　　(2)　理数教育を推進する。
　　(3)　SSH事業を推進する。
　　(4)　国際化教育を推進する。
       　 国際理解教育の推進を通して、生徒の国際性の涵養と進路意識の啓発、国際理解教育の
       充実を図り、国際理解や国際交流に貢献できるグローバル人材を育成する。
　　(5)  独自のキャリア教育を推進する。

学校評価を高める教育プログラ
ムを展開するために、中高一貫
教育確立、理数教育推進、SSH
事業推進、国際化教育推進、 独
自のキャリア教育推進等、多岐
にわたる教育プログラムに取り
組むことができた。また、国際理
解教育推進を通して、生徒の国
際性の涵養と進路意識の啓発、
国際理解教育の充実を図り、国
際理解や国際交流に貢献できる
グローバル人材を育成には、今
後も積極的に取り組んでいく。

中高一貫教育、理数教
育、SSH事業、国際化
教育、キャリア教育の５
本柱を掲げているが、
すべての柱を太く上に
伸ばしていく意識で、教
育活動に取り組みた
い。

２　目標生徒数を獲得する
　　効果的な広報活動、募集活動を行い、目標生徒数を獲得する。
　　　(1)　教育システムと教育内容をアピールする広報活動を展開する。
　　　(2)　他校との差別化を図れる広報媒体を作成する。
　　　(3)　来るべき激減期への対応策を検討する。

目標生徒数を獲得すると
いう課題に沿い、効果的
な広報活動、募集活動を
行い、目標生徒数を獲得
した。　(1)　教育システム
と教育内容をアピールす
る広報活動を展開した。
(2)　他校との差別化を図
れる広報媒体を作成し
た。　(3)　来るべき激減期
への対応策は継続課題と

生徒への教育効果と学
校の安定経営に観点を
おいた生徒募集を行い
たい。そのためには、
全教職員が静岡北高
校を広報できるように
する。

３　進路実績の向上を図る
　　生徒の希望と適性にあった満足のいく決定をし、進路実現を図る。
　　(1)　北高、北中独自の進路指導プロクラムを展開する。
　　(2)　教員の指導力（教科・生活）の強化を図る
　　(3)　国公立大学、難関私立大学への進学を可能にする進学指導マネジメントを確立する。

生徒の希望と適性にあっ
た満足のいく決定をし、進
路実現を図ることに支援
するために、北中・北高
独自の教育プロクラムの
展開、教員の指導力（教
科・生活）の強化、国公立
大学、難関私立大学への
進学を可能にする進学指
導マネジメントを確立する
ことが積極的に行われ

継続的な進学実績・進
路実績ができるように、
その意識と手法（ノウ
ハウ）の共有化を図り
たい。
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ねらい 評価項目 達成目標 昨年度の実績 成果と課題 次年度の取組

適切な教育課程が編
成され、学習目標・計
画が明示され、日常の
学習活動を効果的に展
開する。

教育課程、学習目標・
計画・指導、課題実
施、学習状況把握

新課程における大学入
試問題の研究と、指導
の実践。生徒の勉強習
慣をつけていくことを考
えて、家庭学習の指示
を明確にする。

　新学習指導要領に基
づいた、各教科の指導
推進を図れた。家庭学
習（探究型学習）の定
着を図るためには、家
庭学習の記録を一部
の学科・コースでは実
施された。２年目となる
コース制の変更（体育
コース・普通コースの廃
止、進学コースの改名）
に伴う、生徒の進路
（コース）選択に対して
適切な助言指導は行え
た。

日常業務的には、評価
項目を概ね達成した。
　新学習指導要領実施
に向け、改訂の狙いを
ふまえ、本校の現状と
将来像を鑑み教育課
程を編成した。

　新学習指導要領に基
づきながら、自校の教
育プログラムの推進を
図る。
　家庭学習（探究型学
習）の定着を図る。
　コース制の変更に伴
う、生徒の進路（コー
ス）選択に対して適切
な助言指導を行う。

設定された教育目標に
そい学校経営計画書
が作成され、それに基
づいた教育活動を展開
する。

教育目標、学校経営計
画書、教育活動

　個々の教員が多忙にす
ぎて一つ一つが雑になっ
ている。一方で業務の比
重に大きな偏りがあるよ
うに思う。評価に対する適
正なフィードバックを検討
し、教職員のモチベーショ
ンアップに繋げる。

　年度当初には学校経営
計画書が作成され、それ
に基づき教員個々の職
務・業務目標が設定。年
度途中には進捗確認、年
度末には検証・評価行わ
れ、事業報告書にまとめ
られた。

法人、学校としての教育
目標が掲げられ、前年度
の反省棟を含みながら、
学校経営計画書が作成さ
れ、教員各人への落とし
込みが図られた。

年度末には教育目標が
ほぼ達成されているが、
年度初めの計画に従い、
年度途中での進捗状況
に遅滞が生ずることのな
いようにする。

学校の方針に基づいた
進路指導を展開し、
個々の生徒の進路希
望に即した緻密な指導
を実行する。また、本
校独自のキュリア教育
を実施する。

学校の方針に基づく進
路指導、生徒への情報
提供、個々の生徒への
対応、就職指導、進学
指導、キャリアパート
ナーシップ事業

大学進学に関し、悔い
のない選択をおこなわ
せるため、広い視野を
持ち大学選びができる
よう生徒および保護者
へ働きかける。

生徒の進路に合わせ、
キャリアパートナーシッ
プ先を選び、積極的に
参加させることができ
た。就職希望者に対し
ても、高校2年生の段
階で就職試験用の問
題集を用意させ、対策
をとることができた。

上級学校への進学から
就職に至るまで、そし
て、平日の放課後の講
座や隔週土曜日の講
座（サタデースクール）
等、生徒の「夢の実現
に向け頑張るが好き」
を叶えるために、教員
一丸となっての指導が
行われた。

これまでの成果に満悦
することなく、時代の主
流を捉え、各界に求め
られる人材の育成を図
れるような教育プログラ
ムを再構築する。

健全な高校生活を送れ
るような生徒への啓発
活動を行い、個々の生
徒へのサポート体制を
家庭との協力のもと確
立し、生徒理解に努め
る。また自立した生徒
の育成のための支援を
する。

生徒への啓発活動、家
庭との連携、事前・事
後指導体制、人間教
育、生徒理解、基本的
な生活習慣の確立、自
立した生徒の諸活動

基本的生活習慣の確
立と挨拶のできる明る
い学校にする。

特別な生徒指導件数
は減らすことはできな
かったが、その他の生
徒において、健全な生
活習慣確立や高校生と
しての自覚の深まり
が、５０周年記念行事
や各学校行事を通じて
垣間見ることができた。

問題行動が０になった
訳ではないが、年々発
生件数は減少してい
る。理由としては、入学
生との心の成長と、そ
れを促す教員の指導力
がある。問題発生時の
初動と、その後の対応
が効力を発揮してい
る。

心の成長を促進するよ
うな学校行事の計画
や、生徒が積極的に外
部との交流に参加でき
るような計画を立案し、
価値観が多様化してく
る社会を自ら知り、自ら
解決していく能力を高
めさせたい。

生徒の健康管理のた
めの検診計画を作成・
実行し、疾病者に対す
る治療勧告を確実に行
う。また部活動の活性
化を図り、ボランティア
活動に積極的に取り組
む。

検診計画、健康管理指
導、運動部・文化部の
活性化、ボランティア活
動への参加

病理的理由による遅
刻・欠席・保健室利用
等が積み重ならないよ
う、日ごろから意識させ
るとともに、人間関係の
問題で悩む生徒には早
期の個別対応とカウン
セリングの有効利用を
する。

日常的な疾病や怪我も
含め、様々な問題を抱
える生徒も年々増加し
ている傾向の中で、減
らすことは難しいが、そ
の都度誠意ある的確な
対応が求められる今
日、保健体育課として
保健室と連携し、事故・
問題発生に対して真剣
に取り組んできた。

生徒・教職員の健康診
断受診率を高めること
ができた。各種検診で
は、これまでの実施方
法に改良を加え、全体
検診時間の短縮を図
れた。安全衛生委員会
の機能を高めることが
課題である。

生徒の保健委員会を
活性化させ、健康管
理、怪我防止への日常
の呼びかけを行ってい
く。利用人数が増加傾
向にある心の相談で来
室した生徒への対応
を、生徒相談員やス
クールカウンセラーと
連絡を密に取り合い行
う。
保健室の管理（薬品、
個人情報）機能を高め
る。

日常から防災に対する
意識を高め、予期せぬ
災害時に適切な対応
ができる体制作りをす
ることが必要。また、学
校としても校内の危険
個所の定期的な点検、
スクールバスの安全運
行といった意識を常に
持ち合わせることが必
要。

防災訓練（校内・校
外）、災害時の対応、
安全な教育環境、安全
なスクールバスの運行

一つ一つの訓練やマ
ニュアルが浸透するよ
う、折々にその重要性
を説明し、意識を高め
る。防災教育では自己
判断の育成を養いた
い。

防災訓練では大学教
授による講義をいただ
き知識の定着を図っ
た。スクールバスも事
故なく1年間が終了でき
た。AEDの点検を定期
的に行い、新しいガイド
ラインに沿ったAEDを
購入していただくことに
なった。

防災訓練は、時間的制
約もあり、避難経路の
確認と、津波被害を想
定して高所への迅速な
移動を行った。スクー
ルバスの運転手安全
運転講習も実施され、
安全運手に対する意識
は常に高いものがあ
る。

震災に遭った際、今ま
ではマニュアルにのっ
とっての集団行動が主
であったが、今後は、
個々に生き抜く意識の
高揚とその実践的防御
を指導することが大切
と考える。防災教育を
推進する。

法人のスケールメリット
をいかし、本校独自の
高・大、高・専一貫教育
を推進し学園全体の活
性化を図る。また、課
題研究を推進し他校と
の差別化を図りつつ、
進路実績につなげる。

高・大一貫教育、高・専
一貫教育、外部機関と
の連携教育、SSH事業
への取り組み、課題研
究

入学試験なしで大学に
進めるという安易な気
持ちの生徒、レポート
の丸写しといった「甘い
気持ち」で大学の講義
に向かう生徒への一層
の指導の強化が求めら
れる。

高・大一貫コース２年
生には、出張講義・夏
季実験講座の事前・事
後指導を行い、生徒の
最先端の研究に対する
関心を高めた。高専一
貫教育は中身はうまく
いっていると思う。生徒
保護者の意識も高い。

静岡理工科大学進学
者・法人内専門学校進
学者の安定した数の送
り込みができた。
開催１２回を重ねた課
題研究発表会も対象者
が増え、運営方法にも
改善が加えられた。

高大一貫教育・高専一
貫教育の内容の検証と
検討。
社会で求められる課題
発見力、課題解決力、
プレゼンテーション力、
コミュニケーション力を
身に着けさせるために
課題研究を推進させ
る。
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ねらい 評価項目 達成目標 昨年度の実績 成果と課題 次年度の取組

学校の教育内容が問
われる時代、教職員の
資質向上が常に求めら
れるので、計画的かつ
時代が求める教師と
なっていくための研修
を的確に実施し、各教
職員が個々のスキルを
上げていく体制作りを
する。また、研修内容
を共有化していくため
のシステム作りをして
いく。

計画的な研修体制の
確立、郊外研修への参
加、研修報告会の実施

当然のことながら教職
員の資質向上に関する
研修は継続されるべき
である。教科指導に関
する研修はもちろんの
こと、生徒指導、保護
者への対応のスキルを
あげるための研修も行
う必要がある。また、研
修が実践に活かされる
ような振り返る機会を
設ける必要もある。

教科指導力と生徒指導
力を向上させるという
目的をしっかりと持って
教員研修が展開され
た。研修報告会、フィー
ドバック研修に関して
も、職員会議や各教科
部会等を通し確実にお
こなった。生徒の質や
目標とする進路、更に
保護者の価値観が多
様化する中での教員と
しての高いスキルが求
められる。

予備校等における教育
研修セミナ－継続的な
参加により、指導力向
上に繋がっている。
　教員が単独で参加し
た研修については、職
員会議を利用して報告
し情報の共有化を図っ
ている。

系統的・継続的な実施
のために、教職員必須
の研修や、時流に即し
た研修を計画する。

組織的な校務分掌体
制を整え、規律をもって
教職員が服務を全うし
する。また計画的な予
算編成を中長期的な観
点を考え行い、日常の
経理業務を正しく管理
する。加えて個人情報
に関する管理、公文書
管理を適切に行なう。
さらに保護者・地域と連
携した活動を展開す
る。

効果的な学校運営体
制の確立、組織的な校
務分掌体制、規律正し
い勤務体制、連携した
危機管理体制、計画的
な予算執行、中長期計
画の策定及び遂行、経
理業務の管理、個人情
報保護、公文書の管
理、情報収集体制の確
立等、効果的な活用が
されているかチェック機
能の確認をする。

現状の情報セキュリ
ティ、危機管理体制の
性能アップに向けての
検証を行う。公文書の
管理、情報収集体制の
確立等、効果的な活用
がされているかチェック
機能の確認をする。

効果的な学校運営体
制、組織的な校務分掌
体制、規律正しい勤務
体制、連携した危機管
理体制、計画的な予算
執行、中長期計画の策
定及び遂行、経理業務
の管理、個人情報保
護、公文書の管理、情
報収集体制の確立等、
チェック項目の多い中
大きなミスはなく行われ
たが、組織的な動きと
しては一考が必要であ
る。

委員会やﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ等で
今日的な本校の進む
べき道が検討され発表
された。
　ウェブフロー・システ
ム（文書の電子化、電
子印）の導入により、情
報と文書の管理が適切
に行われた。

効果的な学校運営体
制の確立、組織的な校
務分掌体制、規律正し
い勤務体制、連携した
危機管理体制、計画的
な予算執行、中長期計
画の編制及び遂行、経
理業務の管理、個人情
報保護、公文書の管
理、情報収集体制の確
立等、効果的な活用が
されているかチェック機
能の確認をする。

施設設備の美化と定期
的な点検を確実に行い
安全管理に努め、生徒
たちにしっかりとした学
習環境を整備する。

効果的な施設利用と環
境美化、施設・設備の
点検、学習環境の整
備、図書館の活用

設備を大切に利用する
こと、本校が予算をひと
つひとつ大切に使って
教育環境を整えている
ことなど、日常的に理
解を求める。美化委員
会の活動を強化した
い。

普段の清掃活動や移
動教室の際のエアコン
の電源管理の注意に
併せ、その積み重ねが
組織運営において大き
な効果を生むという意
識を持たせるよう指導
した。

生徒が求める書籍（大
学進学、進路選択、
SSH研究関連、等）は、
年々充実してきた。施
設・設備の定期点検も
実施された。

日常的に使用する施設
や用具、備品による事
故・怪我が起こらないよ
うにチェック体制、教職
員の危機管理体制を
構築する。
節電への取り組みを行
うる

学校を支えてくれる保
護者の会や外部団体と
の連携を強化し、学校
運営を側面から支援し
てくれる組織の意見を
受け入れながら、更な
る本校の発展を目指
す。

保護者の会との情報交
換、学校運営に対する
外部団体の参画、外部
要望の学校運営に対
する反映、保護者に対
する協力依頼

保護者の会との活動
は、現状維持で安定的
な運営を進めていく。
外部団体や地域との連
携は、本校の行事、生
徒活動、施設等を活用
した形で推進していく。

保護者の会との連携は
平穏な状況の戻った。
保護者の会主催の環
境整備活動や広報誌も
滞りなく終えることがで
きた。

保護者の会が、環境整
備や広報誌など、自ら
積極的に活動をすすめ
ることで活性化してき
た。学校の教育を理解
し、教育活動に協力的
な保護者の会に成長し
つつある。

ねらいの原点に戻り、
学校を支えてくれる保
護者の会や外部団体と
の連携を強化し、学校
運営を側面から支援し
てくれる組織の意見を
受け入れる方法を再構
築し、本校の更なる発
展を目指す。
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